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研究成果の概要（和文）：本研究は、トップ・アスリートの競技引退、ならびに現役復帰に伴って起こる心理学的諸問
題に対する具体的な支援の方法を検討した。研究の結果、引退期のトップ・アスリートは、「発達課題」（Erikson, 1
959）に比し幼く、内的キャリアの言語化が困難である。よって「言語による内省」（キャリア・カウンセリング）よ
りは、「身体の動きを重視するエクササイズやワーク」（TAE、SGE）が有効である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to investigate career support for them during reti
rement transition. Exercises were reviewed from previous literature in career development, educational and
 counseling psychology, and some exercises in SGE (Structured Group Encounter) by Y. Kokubu and TAE (Think
ing at Edge) by E. Gendlin and M. Hendrics were chosen in practice. In conclusion, this research shows tha
t top Japanese athletes are significantly less mature than other students, and some exercises in SGE and T
AE enhanced the understanding of themselves and helped in writing a self-profile during retirement transit
ion.
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１．研究開始当初の背景 
わが国のトップ・アスリートの現役引退と、
その後のキャリアに対して関心が集まって
いた。トップ・アスリートは、輝かしい競技
戦績がある一方で、若くして引退というスト
レス・フルな出来事により困難や苦悩を経験
し、セカンド・キャリア（第二の職業人生）
を模索する状況に対峙する。引退時にコーチ
やスタッフなどの球団関係者としての仕事
を提案されたとしても、幼いころから集中し
て行ってきた競技を引退するという事実を
受けとめられずに、新たな職業や役割を認識
する心理的プロセスが進みにくいことも多
い。 

J リーグ・キャリアサポートセンターやパ
ソナなど，スポーツ界や人材ビジネス産業は、
すでに職業斡旋や技能訓練を念頭に置いた
「外的キャリア（職業や社会でのキャリア）」
（シャイン, 2006）に対する支援を行ってい
た。これらの支援は、引退や復帰を考える選
手の複雑な心理的メカニズム、すなわち「内
的キャリア（進むべき方向や自分の役割につ
いて、本人が主観的に認識するキャリア）」
（シャイン, 2006）の形成に関わる支援を対
象としていなかった。このことは、彼らのキ
ャリアの動向に強く影響するチームの利害
関係者だけでなく、日ごろ頻繁に関わってい
る監督・コーチでも、選手が求めるものをう
まく認識しておらず、具体的な支援の方法を
見いだせていない可能性を示唆していると
本研究では考えていた。 
一方、アスリートの現役引退に対する支援
の方法については、学術界でも我が国の先行
研究は希少であった。心理学的観点、特に個
人の主観的理解から具体的な支援策を開発
していく試みは当時ほとんど行われていな
かった。また、引退した元アスリートの競技
復帰は、引退からの心理的苦悩を乗り越える
ために重要な出来事であるにもかかわらず、
キャリア発達論から検討した研究が見あた
らない。トップ・アスリートのキャリア・ト
ランジションにおける現実的・具体的な支援
策の開発が急務だと本研究は認識していた。 
本研究は、トップ・アスリートの引退と復
帰の心理学的問題を検討することで、選手と
利害関係者の間にある認識のギャップを埋
めていくこと、望ましいキャリア支援の実践
的方法を解明し、国内外での経営学的研究に
対する学術的貢献に寄与したいと考えた。ま
た、社会的に認知度の高いトップ・アスリー
トが抱えるキャリア上の問題から引き出さ
れた結果は、企業を定年退職する高齢者をは
じめ、あらゆるキャリア上の段階にある人々
に対しても、大きな示唆を与えられることを
期待した。 
 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、トップ・アスリートの競
技引退、ならびに現役復帰に伴って起こる心
理学的諸問題に対し、その具体的な支援の方
法を検討することである。 
具体的に言い換えれば、トップ・アスリー
トの引退・復帰に伴う心理的現象について、
心理学・経営学的概念を用いた分析を行い、
内的キャリアの形成に有効な支援の方法を
開発していくことである。本研究の成果を通
じて、「高齢者や若年者をはじめとした、あ
らゆるキャリア発達上のプロセスにある
人々」に対する支援のモデル事例として提示
したいと考えた。 

 
 
３．研究の方法 
研究の方法は、(1)文献調査、分析モデルの
洗練、初期分析および事例の選定、(2)インタ
ビュー調査と分析、(3)支援方法の開発、(4)
成果の取りまとめと公表であった。 
（1）の段階では、キャリア・カウンセリ
ング、教育カウンセリングおよび臨床心理学
の分野において、教育実践計画の立案にかか
わるものを広く把握した。 
次に（2）の段階で調査に協力した者は、
日本人元プロ・スポーツ選手、ならびに引退
を経験したか、もしくは考えたことのある大
学生アスリートであった。インタビュー・デ
ータの分析により「引退期のアスリートの状
況についての言語化」と「具体的支援の方法
の開発」を行った。「引退期のアスリートの
状況についての言語化」では、教育カウンセ
リングやフォーカシングにおけるエクササ
イズを通じた質的データの分析、ならびに発
達に関わる文献の検討を行なった。ここで明
らかになった特徴を踏まえつつ、「具体的支
援の方法の開発」のプロセスにおいては、キ
ャリア・アンカーに関わるワークシート（キ
ャリア・カウンセリング）、TAE（フォーカ
シング）と SGE（教育カウンセリング）にお
けるワークやエクササイズについて、引退期
のアスリートに対する実施と振り返りの内
容を分析し、有効性を検討した。 
 
 
４．研究成果 
本研究で明らかになった成果は次の通り
である。 
 
（1）引退期のアスリートに対する周囲の人
による支援 
元プロ・スポーツ選手に対する望ましい支
援のスタンスについて検討を進めたところ、
組織そのものや個人の支援の際の役割が充



実していることは大切であるが、それよりも
支援する周囲の人の「その人らしさに基づく
支援（personal-oriented support）」が求められ
ることがわかった。また、その中でも「アプ
ローチャビリティー（approachability）」は重
要であった。アプローチャビリティーは、
「（元）選手達が、いつでもどこでも、プラ
イベートなことでも話題にできると感じる
ような、周囲の人がもつ魅力」である。 
アプローチャビリティーは、次の 4つの要
素から構成されていた。①「集約した情報
（career-related information）」：（元）選手達に
とって魅力的な情報を、周囲の人がまとめて
も っ て い る と い う こ と 。 ② 「 受 容
（acceptance）」：親身になって、いつでも自
分を「受け容れてくれる」こと。③「継続性
（availability）」：継続的に関係を構築でき、
（元）選手との関係をあきらめて中断したり
しないこと。④「守秘（confidentiality）」：（元）
選手が打ち明けたことを秘密にできると信
じさせるような要素、である。また、元プロ・
スポーツ選手だけではなく、引退期にある大
学生アスリートにもアプローチャビリティ
ーは適用可能性が高いことが支援の実践を
通じて感じられた。しかし、この背景となる
要因等について、今後さらなる検討が望まれ
る。 

 
（2）引退期にあるアスリートの発達的特徴
としての幼さ 
 引退期にあるアスリートの支援の方法を
検討するにあたり、アスリートの発達的特徴
を言語化して国内外にわかりやすく提示す
る必要があると考えた。本研究では、ジェン
ドリン,Eらの考え方に基づく TAE（Thinking 
at the Edge）のアプローチにより、その実態
について言語化を試みた。TAE は、その人
が抱いている「独特の感じ（フェルトセン
ス）」に焦点を合わせて、それを言葉で表現
しようとするアプローチである。研究代表者
がアスリートに日常的に接している経験を
対象として、TAE により言語化された結果
を、さらに「心理社会的発達段階」（Erikson, 
1959）に基づいて検討した。その結果、大学
生アスリートは実年齢よりも幼い段階の発
達課題と危機に直面していることが示され
た。 
 
（3）教育カウンセリングやフォーカシング
の分野における支援の方法の有効性 
 文献検討を通じて、興味・能力・価値観を
認識し、言語化しようとするキャリア・カウ
ンセリングのアプローチは、ビジネス・キャ
リアの経験がある人の自己分析に適してい
た。一方、TAEと教育カウンセリングの分野
における SGE（構成的グループエンカウンタ

ー）は、身体の反応にアプローチして、感じ
たことや気づいたことに焦点を合わせて意
識化や言語化を目指すもので、児童期からで
も実施の適用性が高い。アスリートは比較的
幼い発達段階にあり、キャリア・アンカー（キ
ャリア・カウンセリング）、TAE、SGE の方
法の中であれば、TAE と SGE が実施して自
己理解を促しやすいであろうと考えられた。 
 本研究では、「TAEによる自己 PR作成」の
ワークシートと SGEによる関係性の構築、自
他理解をねらいとしたエクササイズを大学
生アスリートに実施し、振り返りの内容を分
析した。大学生アスリートに実施した事例に
おいて、TAEによる自己 PR作成は、キャリ
ア・カウンセリングを通じたものよりも、自
分らしさを表現できるものを作成できてい
ると調査協力者により認識されていた。一方
で、実施する際に参加者間の信頼関係と、実
施担当者のスキルが重要であった。 

SGEは、構成的であることが主たる特徴で
あり、心理発達的に幼く、他者との関係性構
築について課題である大学生アスリートに
は実施しやすさがあった。また、SGEの中で
も「全体シェアリング」は非構成的であり、
熟練者による実施が望まれるが、信頼関係が
得られている大学生アスリートにおいて実
施した場合に、関係性に対してポジティブに
反応し、自己理解が促される者が確認できた。
しかし、個人の特徴によっては抵抗を示す者
もいるため、その特徴と実施の際の留意点に
ついては引き続きの検討課題であると考え
られる。 
  
（4）青年期・成人期の発達障害の特徴を見
せる人への支援との関連 
 当初の研究目的に加え、「青年・成人期の
発達障害を持つ人とその支援」に関わる文献
を検討し、関連する事例について成果公表を
行った。この過程で、発達障害の特徴に関す
る先行研究と具体的支援の方法が、引退期の
アスリートを支援する方法に何らかの貢献
を与える可能性があるとの示唆を得た。この
点については、発達障害の特徴や理解を踏ま
え、今後も検討していきたい。 
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